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昭
和
五
十
年
七
月
十
七
日
、
北
海

道
札
幌
の
地
に
於
い
て
初
め
て
詩
吟

朗
詠
錦
城
流
・
錦
城
会
の
全
国
大
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
我
が
国
の

領
土
で
あ
る
北
方
領
土
（
国
後
、
択

捉
、
歯
舞
、
色
丹
）
を
日
本
に
返
し

て
欲
し
い
願
い
を
こ
め
た
漢
詩
を
、

流
祖
・
山
元
錦
城
先
生
が
、
昵
懇
の

漢
詩
家
の
大
野
恵
造
先
生
に
直
接
お

願
い
し
て
出
来
た
七
言
絶
句
の
漢
詩

の
題
が
「
愬
蘇
聠
」
で
あ
っ
た
。

　

北
海
道
内
は
も
と
よ
り
全
国
民
一

体
と
な
り
ソ
連
国
に
訴
え
る
男
女
二

詩
を
お
作
り
い
た
だ
き
「
北
海
道
厚

生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
、

出
吟
者
全
員
で
合
吟
し
た
の
が
初
め

て
で
、
会
場
の
二
千
名
を
超
え
る
来

場
者
よ
り
万
雷
の
拍
手
を
頂
い
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
都
道
府
県
本
部
・

支
部
・
道
場
・
吟
詠
部
で
機
会
あ
る

恋
マ
リ
モ
の
歌
」、「
氷
雪
の
門
慰
霊

碑
を
拝
し
感
有
」
等
を
披
露
し
た
。

最
前
列
に
お
ら
れ
た
ご
婦
人
が
涙
を

流
し
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
姿

が
、
今
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
、
な
ぜ
北
方
領
土
返
還
が

話
題
に
な
る
か
で
す
が
、
本
年
二
月

七
日
は
国
が
定
め
た
「
北
方
領
土
の

日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

日
は
具
体
的
に
何
を
す
る
日
な
の
だ

ろ
う
か
、
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
改
め
て
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。

　

北
方
領
土
問
題
と
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
終
戦
後
に
、
ソ
連
軍
が
日
本

の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
に
侵
攻
し

ソ
連
（
現
在
は
ロ
シ
ア
・
露
西
亜
・

露
国
）
が
法
的
根
拠
な
く
今
日
ま
で

四
島
全
体
を
実
効
支
配
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。

　

こ
の
四
島
は
北
海
道
か
ら
最
も
近

い
島
ま
で
お
よ
そ
四
㎞
、
遠
い
島
ま

で
百
四
十
五
㎞
で
あ
り
、
島
の
面
積

合
計
が
約
五
〇
〇
〇
㎢
で
愛
知
県
の

面
積
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

　

一
四
〇
〇
年
代
に
は
、
松
前
藩
や

ア
イ
ヌ
等
の
先
住
民
族
が
居
住
し
て
、

そ
の
後
北
海
道
民
も
移
住
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
時
に
は

一
万
七
三
〇
〇
人
が
住
ん
で
い
た
と

の
記
録
が
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
墓
碑
（
墓
）
が
あ

り
、
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
は
元
島
民

と
い
え
ど
も
、
自
由
に
墓
参
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
さ
に
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た

北
方
四
島
だ
が
、
そ
の
歴
史
は
、

一
九
四
五
年
二
月
に
ク
リ
ミ
ヤ
半
島

の
ヤ
ル
タ
で
米
英
ソ
首
脳
が
会
談
。

ソ
連
に
対
日
参
戦
の
見
返
り
に
千
島

列
島
と
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
南
部
を

引
き
渡
す
密
約
が
結
ば
れ
た
。
そ
し

て
八
月
十
五
日
に
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
終
戦
を
迎
え
た
。
し

か
し
、ソ
連
軍
は
そ
の
後
に
参
戦
し
、

北
方
四
島
や
千
島
列
島
、
サ
ハ
リ
ン

（
樺
太
）
の
占
領
を
完
了
し
た
。

　

一
九
五
六
年
十
月
、
日
ソ
共
同
宣

言
で
国
交
回
復
を
決
め
歯
舞
・
色
丹

を
日
本
に
引
き
渡
す
と
さ
れ
た
。
次

い
で
一
九
九
一
年
四
月
に
は
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
ソ
連
大
統
領
は
、
当
時
の
海

部
首
相
と
、
四
島
の
帰
属
の
問
題
を

協
議
し
た
。
し
か
し
同
年
十
二
月
に

は
ソ
連
は
崩
壊
し
、
北
方
四
島
は
、

ロ
シ
ア
が
日
本
と
の
交
渉
国
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
日
露
間
に
於
い
て
日

本
の
首
相
等
と
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

等
と
数
次
に
亘
る
首
脳
会
談
を
行
っ

た
が
、
今
日
ま
で
四
島
返
還
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
特
に
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、
二
〇
一
七
年
に
返
還
後
の

北
方
領
土
に
米
軍
基
地
が
置
か
れ
る

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
米
間

に
は
地
位
協
定
が
あ
り
、
例
え
ば
北

方
四
島
に
は
米
軍
基
地
は
作
ら
な
い

と
日
米
間
で
取
り
決
め
ロ
シ
ア
の
了

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
北
方
四
島
は
、

返
還
に
到
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

元
、
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、
色
丹

に
生
活
し
て
お
ら
れ
た
島
民
の
皆
様

の
お
気
持
ち
を
思
う
に
、今
後
、我
々

は
ど
の
よ
う
な
活
動
・
支
援
を
行
え

ば
良
い
か
迷
う
。
少
な
く
と
も
詩
吟

朗
詠
錦
城
流
の
我
々
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
「
愛
吟
集
」
の
中
の
漢
詩
「
愬

蘇
聠
」
を
吟
じ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

た
だ
、
交
渉
相
手
は
ソ
連
で
は
な

く
、今
は
露
国
（
ロ
シ
ア
）
で
あ
る
。

吟
題
を
替
え
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
の
日
か
「
愬

露
国
」
に
代
わ
る
日
が
来
れ
ば
良
い

と
願
っ
て
い
る
。

　

次
頁
に
「
愬
蘇
聠
」
を
記
す
。

ご
と
に
吟
じ
ら
れ
、
特
に
青
年
部
の

全
国
大
会
、
吟
行
会
、
会
議
な
ど
の

機
会
に
は
必
ず
「
愬
蘇
聠
」
を
吟
じ

北
方
領
土
返
還
を
訴
え
て
き
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
再
び
昭
和
五
十
四

年
二
月
二
日「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」

が
札
幌
市
大
通
り
公
園
で
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
錦
城
流
の
詩
吟
を
発

表
す
る
機
会
が
得
ら
れ
、
現
宗
家
、

夏
秋
宗
範
、
松
尾
総
師
範
、
そ
し
て

地
元
会
員
等
、
約
七
〇
名
が
北
海
道

テ
レ
ビ
放
送
局
製
作
の
大
雪
像
「
明

治
村
」
の
大
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
願
い
、
北

方
四
島
に
届
け
と
再
び
札
幌
の
地
で

「
愬
蘇
聠
」
を
吟
じ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
会
場
は
、
氷
点
下

十
度
に
も
な
っ
て
い
た
が
、
大
勢
の

観
客
は
、
皆
、
微
動
だ
に
せ
ず
聞
き

入
り
、続
く
北
海
道
に
関
連
す
る「
悲

◇
新
組
織
体
の
紹
介
◇

福
岡
県
大
野
城
道
場

道
場
長　

東
本
錦
怜

愬　

蘇　

聠
（
そ
れ
ん
に
う
っ
と
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

専
務
理
事　

土
師
城
皓
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皆
さ
ん
頑
張
ら
れ
、
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。

詩
舞　

藤
井
美
由
紀
（
緑
凛
）

　
　
　

詩
舞
一
般
二
部
優
賞

　
　
　

優
秀
舞
士
認
定
証

　
　
　

日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
賞

　
　
　

受
賞

吟
詠

　

漢
詩
・
少
年
の
部

　
　
　

北
中
彩
月　

三
位

　

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　

平
川
智
久

　
　
　
　
　
　

審
査
員
特
別
賞

　

以
上
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
更
に
練
習
を
重
ね
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
島
県
本
部　

西
川
錦
洸
）

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　

決
勝
大
会
を
終
え
て
（
令
和
５
年
度
決
勝
）

藤
井
緑
凛
さ
ん　

詩
舞
一
般
二
部
優
賞

　

６
度
目
の
全
国
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
が
出
来
、と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

ご
指
導
頂
い
て
い
る
先
生
、
諸
先
輩

方
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
教
場
の
皆
さ
ん
も
、
と

て
も
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
が

幸
せ
で
す
。

　

詩
吟
と
詩
舞
は
、
私
の
人
生
に
彩

り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
錦
城
流
に

め
ぐ
り
あ
え
た
ご
縁
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
真
摯
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
（
詩
舞
道
錦
城
流
広
島
支
部

藤
井
緑
凛
〈
美
由
紀
〉）

令
和
５
年
度
大
田
区
詩
吟
舞
道
連
盟
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

　

須

山

錦

尚

さ

ん

優

賞

　

東
京
都
大
田
区
に
は
「
大
田
区
詩

吟
舞
道
連
盟
」
と
い
う
各
詩
吟
の
会

が
所
属
す
る
団
体
が
あ
り
、
昭
和
37

年
か
ら
毎
年
7
月
に
コ
ン
ク
ー
ル
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
般
社
団

法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
認
可
太
田
支

部
も
加
盟
し
て
お
り
、
毎
年
数
名
出

場
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
は
、
第
61
回
目
で
、
7

月
30
日
、
大
田
区
文
化
の
森
ホ
ー
ル

に
て
21
名
参
加
の
中
、
須
山
錦
尚
さ

ん
が
見
事
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

須
山
さ
ん
は
、
平
成
10
年
11
月
入

門
後
、
平
成
16
年
か
ら
毎
年
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
、
16
回
目
の
挑
戦

で
、見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

須
山
城
蔵
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
、

令
和
3
年
4
月
よ
り
、
山
元
錦
隆
先

生
の
特
訓
指
導
を
受
け
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

大
田
区
詩
吟
舞
道
連
盟
の
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
に
は
、
過
去
、
錦
城
会

太
田
支
部
か
ら
7
名
の
優
勝
者
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
太
田
支

部
会
員
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
（
太
田
支
部
詩
吟
舞
道
連
盟

事
務
局
兼
務　

中
野
錦
修
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

明
智
城
秀　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
１

橋
本
錦
映　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
１

外
池
城
雲　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
１

木
俣
城
和　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
１

土
田
城
紘　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
１

◇
新
総
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

岡
本
錦
竜　
（
広
島
県
）　
　

６
・
１

◇
新
大
師
範
の
紹
介
◇

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

長
野
城
義　
（
静
岡
県
）　
　

６
・
１

赤
井
錦
弘　
（
静
岡
県
）　
　

６
・
１

海
野
錦
惠　
（
静
岡
県
）　
　

６
・
１

佐
藤
錦
正　
（
福
島
県
）　
　

６
・
３

鈴
木
錦
江　
（
福
島
県
）　
　

６
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

５
・
11
・
16
よ
り

６
・
３
・
10
ま
で

11
月
19
日　

静
岡
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

26
日　

吟
道
之
碑
前
祭

12
月
15
日　

常
務
理
事
会

１
月
27
日　

福
島
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

２
月
７
日　

東
京
都
本
部
の
昇
格
審

査

　
　

９
日　

神
奈
川
県
本
部
の
昇
格

審
査

３
月
３
日　

佐
賀
県
本
部
の
講
習
研

修
会

　
　

４
日　

大
分
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

８
日　

常
務
理
事
会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

「
愬　
　

蘇　
　

聠
」　
　

大
野
恵
造

　

女
子
用　
　
（
１
）

そ
れ
い　
　
　

い
ま　

な
お　

し
と
う
に　

と
ど
ま
る

祖

霊

今

尚

留

四

島

と
う
て　

こ
れ
を
な
ぐ
さ
め
ん
と　

ほ
っ
す
る
も

お
も
む
く
こ
と
あ
た
わ
ず

訪

欲

慰

之

不

能

赴

そ
れ
ん
よ　

き
こ
く
に　

ち　

あ
り　

な
み
だ
あ
れ
ば

蘇

聠

有

血

涙

貴

国

ほ
く
へ
ん
の　

ち
は　

た
だ
ち
に　

わ
れ
に
か
え
す
べ
し

北

辺

地

直

可

返

吾

　

男
子
用　
　
（
２
）

く
も
は　

ふ
か
し　

ク
ナ
シ
リ　

エ
ト
ロ
フ
の　

そ
ら

雲

深

国

後

択

捉

空

う
ら
み
て
な
る
は　

ハ
ボ
マ
イ　

シ
コ
タ
ン
の　

う
み

恨

鳴

歯

舞

色

丹

海

ほ
っ
ぽ
う　
　

り
ょ
う
ど　

い
つ
の
ひ
に
か　

か
え
る

北

方

領

土

何

日

還

た
ん
そ
く　

と
き
を
ひ
さ
し
ゅ
う
す　

い
ち
お
く
の
た
み

嘆

息

久

時

一

億

民
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A
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A

A
A

A
A

A
A
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A
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A
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A
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一
月
半

ば
、
釣
具

総
合
メ
ー

カ
ー
・
バ

リ
バ
ス

が
、
世
界

中
の
釣
り

マ
ニ
ア
・

武
道
愛
好

者
に
向
け

て
、
釣
り

師
・
剣
術

家
で
織
り

な
す
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を

ユ
ー
ュ
ー

ブ
で
【
剣

日
時　

令
和
５
年
11
月
23
日(

祝)

場
所　

廿
軒
家
会
館
（
コ
ミ
セ
ン
）

　

日
頃
、
練
習
拠
点
と
し
て
い
る
廿

軒
家
会
館
で
４
年
ぶ
り
に
人
数
制
限

の
な
い
「
会
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
講
座
発
表
と
し
て
詩
吟
・
民
謡
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

詩
吟
で
は
「
題
不
識
庵
撃
機
山

図
」・「
題
太
田
道
灌
借
蓑
図
」・「
名

槍
日
本
号
」・「
細
川
瑶
子
」（
ガ
ラ

シ
ャ
夫
人
）・「
九
月
十
三
夜
」・「
題

常
盤
抱
孤
図
」
の
六
題
を
吟
じ
、
大

好
評
を
得
ま
し
た
。
発
表
が
終
わ
る

と
お
楽
し
み
抽
選
会
、
ま
た
飲
食

コ
ー
ナ
ー
に
駆
け
付
け
、
お
腹
を
満

た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
う
れ
し
い
報
告
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
後
日
、
会
館
ま
つ
り
に

参
加
し
て
い
た
女
性
が
詩
吟
を
や
り

た
い
と
教
場
を
訪
れ
、
入
会
さ
れ
ま

し
た
。

活
動
報
告

　

名
古
屋
守
山
支
部　

廿
軒
家
教
場

名
古
屋
守
山
支
部　

山
本
城
孝

新
入
会
員
の
紹
介

（
12
／
１
〜
３
／
25
）　 

古
川
道
場　

阿
部　

巧

甚
目
寺
道
場　

籾
山
喜
代
子　

嬉
野
道
場　

田
中
喜
朗

名
古
屋
守
山
支
部　

藤
村
加
代
子

岡
垣
支
部　

井
上
雅
博

国
分
道
場　

内
堀
京
子

長
崎
支
部　

川
上
博
幸

福
山
松
浜
支
部　

山
手
克
己

函
館
支
部　

諸
橋
富
子

日
野
支
部　

嶋
沢
清
重

世
田
谷
支
部　

平
光
英
明

彦
根
支
部　

小
島
榮
太
郎　

山
本　

宏
水
巻
支
部　

今
別
府
加
代
子

広
島
牛
田
東
道
場　

花
田
一
明

船
橋
道
場　

飯
島
米
子

台
東
道
場　

尾
関
一
旗　

羽
毛
田
高

嗣
佐
久
道
場　

吉
村
真
理

加
世
田
道
場　

藤
本
明
代

米
原
支
部　

鍔
田
絹
枝

藤
沢
支
部　

光
宗
す
み
れ

出
水
道
場　

森
山　

廣

福
岡
中
央
道
場　

江
口
優
月

広
島
南
支
部　

佐
久
間
桃
子　

池
上

寛
紀　

池
上
沙
希　

花
田
一
明

大
野
城
道
場　

楢
崎
タ
ツ
エ　

若
林

幸
子　

椎
木
静
代　

安
部
あ
つ
子

平
田
不
二
香　

小
野
道
夫

日
立
支
部　

芳
根
ト
ミ
子　

武
藤
洋

子
函
館
支
部　

高
橋
緑
郎

～加藤城勲総師範～
バリバスのプロモーション動画で
釣り師・剣術家と共演【公開配信中】

釣り師・大久保幸三氏（プロアングラー）
剣術家・関　展秀氏（朝山一傳流兵法・第 22世宗家）

術
家
×
プ
ロ
ア
ン
グ
ラ
ー
・
極
め
る

と
は
】
と
題
し
、
配
信
し
ま
し
た
。

　

世
界
に
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
関

心
を
持
つ
方
々
も
多
く
、
特
に
大
和

魂
や
武
士
道
と
言
う
も
の
に
大
変
興

味
を
お
持
ち
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
こ
の
動
画
に
適
合

し
た
詩
吟
を
小
生
に
担
当
し
て
欲
し

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

は
幅
広
く
詩
吟
を
紹
介
で
き
る
千
載

一
遇
の
好
機
で
あ
り
、
誠
に
光
栄
な

事
と
有
難
く
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

吟
の
内
容
に
つ
い
て
の
要
望
は
、

最
強
の
怪
物
に
も
怯
ま
ず
、
戦
い
に

挑
む
勇
者
を
表
現
し
、
武
士
道
、
大

和
魂
と
い
う
言
葉
、
更
に
道
を
極
め

た
者
し
か
見
え
て
こ
な
い
・
・
・
的

な
も
の
が
希
望
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

自
分
が
稽
古
し
た
中
に
は
、
こ
れ

ら
の
内
容
を
満
た
す
も
の
は
無
く
、

な
ら
ば
、
自
分
で
作
詞
す
る
ほ
か
な

い
と
思
い
、浅
学
非
才
を
顧
み
ず「
浅

山
一
傳
流
兵
法
」
を
参
考
に
作
詞
し

て
み
ま
し
た
。

　

結
果
が
、
次
の
駄
作
で
す
。

　
　
　
　

斯　

道

龍
虎
の
襲
来　

吾
れ
恐
れ
ず

一
瞬
に
し
て　

奸
を
倒
す
が

　
　
　

我
が
兵
法

武
士
道
の
魂　

敷
島
の
美

才
を
磨
き　

奥
を
極
め
て

　
　
　

天
頂
に　

立
つ

尺
の
都
合
上
、
転
句
と
結
句
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
方
々
が
詩
吟
を
聴
か
れ
興
味
を

持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
視
聴
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
岡
県　

加
藤
城
勲
）

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
６
年
４
月
〜
６
年
12
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◇
長
崎
県
本
部
発
足
70
周
年
記
念
大

会
・
４
月
７
日
（
日
）

・
大
村
市　

シ
ー
ハ
ッ
ト
大
村
さ
く

ら
ホ
ー
ル

◇
広
島
県
本
部
発
足
60
周
年
記
念
大

会
・
４
月
14
日
（
日
）

・
福
山
市　

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ

く
や
ま

♦
定
時
総
会
、
指
導
者
講
習
・
研
修

会
・
６
月
20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）

・
京
都
府
京
都
市　

ホ
テ
ル
京
都
エ

ミ
ナ
ー
ス

◇
福
岡
琵
吟
研
究
会
公
開
発
表
会

・
９
月
14
日
（
土
）

・
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◇
鹿
児
島
県
本
部
発
足
60
周
年
記
念

大
会

・
９
月
29
日
（
日
）

・
鹿
児
島
市　

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

♦
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
10
月
13
日
（
日
）

・
函
館
市　

函
館
市
民
会
館

◇
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
（
吟
道
之
碑
顕
彰
・
維
持
管
理
事
業
）

・
11
月
24
日
（
日
）

・
東
京
都
港
区
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ホ
ー
ル
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令
和
５
年
12
月
に
石
山
支
部
の
吟

行
会
「
び
わ
湖
岸
を
ぐ
る
っ
と
巡
る

旅
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

堅
田
の
浮
御
堂
を
左
に
琵
琶
湖
大
橋

を
渡
り
、【
題
近
江
八
景
図
】を
合
吟
。

び
わ
湖
を
巡
る
と
多
く
の
漢
詩
が
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
心
し

ま
し
た
。

　

近
江
の
厳
島
と
呼
ば
れ
る
白
髭
神

社
を
右
に
見
て
安
曇
川
へ
。
近
江
の

聖
人
「
中
江
藤
樹
」
先
生
生
誕
の
地

で
、
儒
学
者
で
あ
り
、
我
が
国
の
陽

明
学
派
の
祖
で
あ
り
、
身
分
の
別
な

く
人
々
に
「
良
知
心
学
」
を
教
え
ら

れ
、
漢
詩
も
多
く
残
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
藤
樹
神
社
に
て
「
諸
生
看
月
」

を
皆
で
合
吟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
の
紅
葉
。
通

り
ぬ
け
の
予
定
は
、
大
渋
滞
の
為
、

車
窓
か
ら
の
感
動
を
味
わ
い
、
二
重

に
く
っ
き
り
の
虹
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
皆
、
大
喝
采
で
し
た
。
こ
こ
が

琵
琶
湖
の
一
番
北
で
す
。「
ま
わ
り

ま
す
よ
！
虹
だ
！
」
虹
が
私
達
を

追
っ
か
け
て
く
れ
て
い
る
様
で
し
た
。

　

長
浜
で
食
事
、
水
鳥
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
安
土
の
教
林
坊
庭
園
を
散
策
。

ぎ
っ
し
り
敷
き
つ
め
ら
れ
た
紅
葉
の

落
ち
葉
に
歓
喜
。二
重
の
虹
、ぐ
る
っ

と
ま
わ
っ
て
も
虹
！
。
帰
宅
後
の
テ

レ
ビ
で
今
日
の〝
珍
し
い
二
重
の
虹
〟

の
放
送
も
あ
り
、
今
日
一
日
の
感
動

が
更
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

詩
吟
の
仲
間
で
楽
し
い
一
日
が
過

ご
せ
、
身
近
な
滋
賀
の
良
さ
を
改
め

て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
と
っ
て
も
有

意
義
な
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
地
震
復
興
支
援
旅
行

と
し
て
、
宮
城
、
岩
手
へ
の
旅
の
中

の
交
流
会
で
岩
手
県
か
ら
は
、
民
謡

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
方
が
、

滋
賀
県
は
？
で
詩
吟
と
な
り
、
滋
賀

県
の
観
光
協
会
か
ら
近
江
八
景
の
資

料
を
い
た
だ
き
配
布
。
詩
吟
の
発
表

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詩
吟

を
知
ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
は
滋

賀
県
に
来
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
さ
ら
に
滋
賀
の
良
い
と
こ
ろ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
案

内
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島

地
震
の
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
亡

志
気
高
く
！

　

福
岡
県
本
部
師
範
研
修
会
が
盛
会
裡
に

　

令
和
６
年
２
月
４
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
休
止
さ
れ
て
い
た
当
会
が
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
、
遠
賀
町
に
新
設
さ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
お

ん
が
み
ら
い
テ
ラ
ス
」
と
致
し
ま
し

た
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
で
、

会
場
の
設
営
や
撤
去
な
ど
の
自
主
管

理
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
選
択
の
条
件
と
し
て
、
県

下
各
地
か
ら
各
会
員
の
方
々
が
集
ま

り
易
い
場
所
と
致
し
ま
し
た
。
当
会

場
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
駅
に
附
設
さ
れ

て
お
り
、
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
東
本
錦
怜
本
部
長
が
、

入
院
の
た
め
、
加
藤
城
勲
副
本
部
長

が
代
行
、
益
田
城
真
専
務
理
事
の
指

揮
の
下
で
全
員
の
協
力
一
致
で
運
営

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
や
個
性
化
が
顕
著
と
な

り
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
組
織
作
り
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琵
琶
湖
を
楽
し
む
吟
行
会

石
山
支
部
　
杉
田
錦
瑛

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〈琵琶湖〉

の
大
き
な
共
通
課
題
で
あ
り
ま
す
。

次
の
４
項
目
の
意
見
が
出
さ
れ
、
皆

で
共
通
認
識
し
、
実
践
に
努
力
す
る

事
と
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
色
々
な
催
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
詩
吟
を
発
表
し
て
啓
蒙

す
る
。（
本
部
長
提
議
）

二
、
入
会
が
実
現
し
た
経
緯
を
参

考
に
す
る
。

三
、一
人
一
人
が
廻
り
の
人
へ
積

極
的
に
勧
誘
す
る
事
が
肝
要
で

あ
る
。

四
、　

支
部
や
道
場
の
活
動
に
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ

て
、
楽
し
い
場
所
づ
く
り
を
心

掛
け
る
。

　

討
議
終
了
後
、
い
よ
い
よ
吟
の
発

表
と
な
り
、
73
名
が
休
憩
を
挟
ん
で

熱
吟
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
伴
奏

が
尺
八
か
ら
Ｃ
Ｄ
と
な
り
、
出
始
め

が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
音
が
低
か
っ

た
た
め
節
に
乗
れ
な
い
な
ど
苦
労
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
で
も
流
石
！
師

範
各
位
、
経
験
の
深
さ
や
志
気
の
高

さ
で
、
最
後
は
、
き
ち
ん
と
吟
じ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
終
了
後
は
、
会
場
を
模
様

替
え
し
て
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
発
表
の
緊
張
が
解
け
て
、
各
人

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
飲
食
も
進
み
、
会

場
が
和
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
を
熱
唱
す
る
人
や
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
に
興
ず
る
人
等
が
い
て
、
楽
し
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
い
つ

も
の
通
り
輪
に
な
っ
て
「
錦
城
会
・

錦
友
の
歌
」
を
合
唱
し
て
同
友
の
絆

を
深
め
ま
し
た
。　

　

令
和
７
年
、
福
岡
県
で
実
施
予
定

の
全
国
大
会
へ
向
け
て
各
人
が
精
進

す
る
事
を
契
り
合
っ
て
散
会
い
た
し

ま
し
た
。（岡

垣
支
部
長　

大
堂
城
薩
）
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錦友第316号の「編集担当よりのお願い」を読んで

徒然なるままに・・・　　茨城県水戸支部　矢須錦鷗

長生きは迷惑だねと言ふ母に何時でもどうぞと応へて笑ふ

九十九歳の誕生日に母は逝った。寝込んだのは数か月。明治生まれの母の唯一の楽しみと

元気の源は、仲間と集い詩吟を楽しんだその場所にあったに違いない。

茶菓子を携えて嬉しそうに出かけた姿は今に鮮明です。

浴室より吟詠の声聞こえくる今日は体調よし九十歳の母

当時、私も母や母の師匠に詩吟と詩舞の誘いを受けましたが、仕事を理由に聞く耳を持た

ず通り過ぎました。退職も近かったある時、短歌会の席で錦城会の会員であった友より「詩

吟をやりませんか？皆さんいい方で楽しいです。」とのお声かけを頂き入会いたしました。

母の所属結社とは異なるものの母は喜んでいました。

真面目に教場に通い、先生の熱いご指導を頂きましたが、覚え悪く把握できず時が過ぎま

した。「錦城流の節調難しそうだね」と当時の母。なるほど母の教本と比べるとその通り。

皆さんの後に就き、節調なるものを捉えた気がします。短歌も詠めず、詩吟もままならぬ

時詠んだ一首を思い出しました。

思ふこと歌にまとまらぬもどかしさ数学には公理と公式がある

あるとき2，3か月の代範の依頼を受けました。まもなく開場を進められました。場所も

ないとお断りしましたが「畳一畳あれば出来る」との会長のひと言に逆らえず「教えるこ

とは出来ないが伝えることは出来るかも」と自らに言い聞かせ、狭いながらに開場しまし

た。

それがやがて詩吟への関心を深める切っ掛けになろうとは。

古いノートやメモ、師範専用書「吟詠の曲節法」「吟詠の発声法」など久々に持ち出して

見るものの理解困難。間違っていることは伝えられません。会長より不明の節調の一つ一

つを分解する指導を頂いているうちに「自身の詩吟の勉強」であることに気が付きました。

顧みるに着実に吟の勉強しているのは今かもしれません。

後悔は必ず後からやってくる

発声法などもう少し究めてみたい気持ちが残っているので救われております。

本県の温習会でお会いする度に、94歳になられた青砥城行先生より「詩吟で声を出すこ

とは何といっても健康によい。さらに漢詩は素晴らしい。絶対やめず続けなさい。」との

お言葉いただいております。感謝です。
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藤
沢
支
部

六
十
周
年
記
念
発
表
会
を
開
催

　

令
和
６
年
３
月
16
日
（
土
）、
藤

沢
支
部
60
周
年
を
記
念
し
て
、
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
藤
沢
駅
に
ほ

ど
近
い
湘
南
鎌
倉
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
会
員
26
名
が
参
加
し

て
二
部
構
成
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
吟
、
二

部
は
構
成
吟
『
漢
詩
で
綴
る
鎌
倉
・

藤
沢
』
と
題
し
、
自
分
た
ち
が
住
む

地
域
に
関
連
し
た
吟
を
各
教
場
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
発
表
し
ま
し

た
。

　

網
谷
一
才
作
「
源
義
経
」

　

頼
山
陽
作
「
静
御
前
」

　

松
口
月
城
作
「
鉢
木
」

　

明
治
天
皇
御
製
「
投
げ
入
れ
し
」

　

太
宰
春
台
作
「
稲
村
懐
古
」

　

植
田
実
作
「
護
良
親
王
」

　

菅　

茶
山
作
「
江
ノ
島
」

　

乃
木
希
典
作
「
金
州
城
」

　

新
藤
則
秋
作
「
藤
沢
宿
」

　

松
口
月
城
「
平
和
日
本
」

　

最
後
に
は
、
こ
の
歴
史
あ
る
支
部

で
詩
吟
に
出
会
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
元
気
で
、

い
つ
ま
で
も
皆
様
と
の
お
付
き
合
い

が
続
く
事
を
願
い
、松
口
月
城
作「
吟

道
」
を
男
女
で
合
吟
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
休
会
・
退
会
さ
れ
た

元
会
員
の
方
が
お
見
え
に
な
り
、
ま

た
、
初
め
て
詩
吟
を
聴
い
て
、
入
会

さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

以
前
に
比
べ
、
会
員
数
は
随
分
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
で
楽
し
く

頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
藤
沢
支
部　

岩
崎
城
信
）

　

前
号
（
三
一
六
号
）
の
５
頁
３
段

目
の
12
行
目
の
「
北
九
州
市
立
小
倉

高
校
」
は
「
福
岡
県
立
小
倉
高
校
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

お
詫
び
と
訂
正

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

読
売
か
な
が
わ
文
芸
欄
よ
り

　

俳
　
　
句

選
者　

能
村
研
三

　

こ
の
俳
句
の
作
者
は
、
神
奈
川
県

本
部
の
錦
城
会
会
員
の「
石
川
城
弘
」

師
範
で
す
。
日
頃
、
詩
吟
の
指
導
を

し
て
い
て
も
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
先
日
、
遠
慮
が
ち
に
、

新
聞
に
載
っ
た
句
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
選
に
入
っ
た
俳
句
の
一
部
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
本
部　

佐
藤
錦
杲
）

【
秀
逸
】（
令
和
5
年
3
月
25
日
）

里
に
居
て
忙
し
リ
モ
ー
ト
始
か
な

（
評
）「
リ
モ
ー
ト
始
」
と
い
う
新
し

い
季
語
を
使
わ
れ
て
い
る
の
が
面
白

い
。「
仕
事
始
」
の
傍
題
季
語
に
な

る
の
だ
ろ
う
が
、
正
月
早
々
在
宅
に

居
な
が
ら
も
リ
モ
ー
ト
で
忙
し
そ
う

な
の
は
切
な
い
。

【
佳
作
】（
令
和
５
年
１
月
21
日
）

灯
火
親
し
旧ふ

る
街
角
の
本
屋
消
ゆ

（
評
）
街
か
ら
本
屋
が
消
え
て
い
る
。

全
国
的
に
も
10
年
前
よ
り
約
3
割
の

本
屋
が
減
少
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

好
み
の
本
を
探
し
に
気
軽
に
通
っ
た

本
屋
の
灯(

あ
か)

り
が
懐
か
し
い
。

【
佳
作
】（
令
和
５
年
５
月
27
日
）

朧お
ぼ
ろ

な
る
総
一
億
の
治
安
か
な

（
評
）
昔
か
ら
世
界
で
も
最
も
治
安

の
よ
い
住
み
や
す
い
国
と
い
わ
れ
て

き
た
わ
が
国
だ
が
、
最
近
は
全
国
的

に
も
治
安
の
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
総
一
億
の
人
が
い
る

日
本
も
朧
に
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

【
佳
作
】（
令
和
５
年
７
月
11
日
）

種
袋
未
来
を
宿
す
色
揃そ

ろ

え

（
評
）
春
先
に
な
る
と
花
屋
の
片
隅

に
草
花
の
種
が
入
っ
た
紙
袋
が
並
べ

ら
れ
る
。
種
袋
の
表
面
に
印
刷
さ
れ

た
植
物
や
野
菜
の
き
れ
い
な
写
真
を

見
て
い
る
と
、
成
長
す
る
未
来
を
信

じ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

【
佳
作
】
令
和
５
年
９
月
23
日
）

若
き
棋
士
揮き

毫ご
う

さ
や
か
に
雲
の
峰

（
評
）
将
棋
の
藤
井
聡
太
さ
ん
が
名

人
と
し
て
初
め
て
揮
毫
し
た
文
字
は

「
温
故
知
新
」。
夏
雲
に
も
く
も
く
と

雲
の
峰
が
勢
い
よ
く
盛
り
上
が
る
さ

ま
に
若
き
棋
士
の
清
々
し
さ
を
感
じ

た
。

【
佳
作
】（
令
和
５
年
11
月
11
日
）

丸
刈
り
の
混
ざ
る
球
児
や
天
高
し

（
評
）
今
年
の
夏
の
高
校
野
球
は
慶

応
高
校
が
優
勝
し
た
が
、
頭
髪
を
伸

ば
し
た
球
児
の
姿
が
話
題
と
な
っ

た
。
以
前
は
殆
ど
の
球
児
が
丸
刈
り

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
定
番
を
崩
す
よ

う
に
丸
刈
り
の
生
徒
が
混
じ
る
の
が

目
立
つ
と
い
う
現
象
が
お
き
た
の
も

時
代
の
変
遷
な
の
か
。

花
梨
の
花

　

今
年
は
、
桜
の
開
花
が
遅
れ
、
今
、

満
開
と
な
り
（
４
月
７
日
現
在
）、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
桜
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
家
の
庭
に
は
、
一

本
だ
け
あ
る
花
梨
が
濃
い
ピ
ン
ク
の

花
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

花
梨
と
言
え
ば
、中
学
時
代
の「
花

梨
事
件
」
を
思
い
出
し
ま
す
。
武
田

信
玄
の
墓
が
あ
る
恵
林
寺
は
、
私
が

通
う
中
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま

し
た
。
美
術
の
時
間
に
、
恵
林
寺
で

写
生
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
解
き
放

た
れ
た
男
子
は
、
境
内
に
あ
る
花
梨

の
木
に
石
を
投
げ
、
花
梨
の
実
を
落

と
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
寺
の
和
尚
さ
ん
が
怒
っ
て
、
学

校
に
通
報
し
、
今
後
、
中
学
校
の
生

徒
の
境
内
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す

る
と
言
い
、
全
員
、
学
校
に
呼
び
戻

さ
れ
、
写
生
を
し
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
提
示
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
遊
ん
で
い
た
の
で
書
か

れ
て
い
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
、
私
は
近
く
に
い
た
生
徒

に
自
分
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
手
渡

し
、
そ
の
生
徒
は
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
先
生
に
見
せ
ま
し
た
。
バ

レ
バ
レ
で
し
た
が
、
先
生
は
怒
る
こ

と
も
せ
ず
無
事
、難
を
逃
れ
ま
し
た
。

　

花
梨
の
花
を
見
な
が
ら
、
今
で
は

想
像
も
で
き
な
い
穏
や
か
な
中
学
生

時
代
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

（
座
間
道
場　

佐
藤
錦
杲
）


